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　火に始まる人類の熱利用の歴史は産業革命の時代に劇的に変化し、今日の豊かな社会を築く礎となっ
た。特に電気エネルギーを効率的に活用した加熱であるエレクトロヒートは、燃焼式では不可能な高温
への対応や、省エネルギー、品質の向上、生産性の向上など、これからの生産現場に要求される魅力的
な可能性を秘めている。これらエレクトロヒートの基礎理論から事例までを加熱方式別に全 6 回シリー
ズで解説する。

1．　はじめに

　物を加熱する長い歴史のなかで、燃焼による炎を利
用した加熱が人類の発展に大きく貢献してきた。近代
になり電熱による加熱が産業界に大きなインパクトを
与え、物体を外部からの伝熱によって加熱する方式と
して応用分野を広げてきた。電磁波を加熱に適用する
ようになってからの歴史は比較的浅いが、その周波数
帯を適正に選択することにより物体を内部から加熱す
ることが可能となり、高周波誘電加熱、マイクロ波加
熱として産業、民生ともに現代では広く普及している。
　電磁波により誘電体を加熱することは、戦前から試
みられており、MHz（メガヘルツ）帯の高周波電圧
を印加した 2枚の電極間に木材やゴムなどを挿入する
ことにより高周波誘電加熱として実用化された。一方、
マイクロ波は、レーダーとしての利用が先行していた
が、レーダー技術者が実験中にマイクロ波導波管の開
口部におかれたポップコーンが加熱され、はじけるの
に着眼し、食品加熱用オーブンとして現在の電子レン
ジが誕生した。
　マイクロ波加熱、高周波誘電加熱の基礎的な原理と
特徴、応用例について紹介する。

2．　電磁波加熱の種類と分類

　電磁波エネルギーは加熱以外にも広く応用されてお
り、その周波数帯により伝搬特性や、物体への吸収特
性が大きく異なる。図 1に示すように周波数帯によ
り呼称が、電波、光、電離放射線の 3種類に大きく分

類される。誘導加熱以外の電磁波加熱は、電気を通し
にくい絶縁体の加熱に利用されることが多く、その発
熱には電子、イオン、双極子のような荷電体の誘電分
極が大きく関わっている（表 1）。誘電加熱は、配向
分極に関わり、その周波数波帯によってマイクロ波加
熱と高周波誘電加熱にすみ分けられる。

図 1　電磁波の分類


